
解決したい課題 池田駅周辺の滞在性・回遊性の向上を目指したい。 

関連する SDGs の番号 3.すべての人に健康と福祉を 

5.ジェンダー平等を実現しよう 

8.働きがいも 経済成長も 

11.住み続けられるまちづくりを 

12.つくる責任 つかう責任 

提案を募集する背景・現状 本市では、「ウォーカブル推進都市」を目指し、駅を中心とした滞在快適

性向上区域において、滞在快適性や回遊性の向上を図る取り組みとし

て、滞在拠点や回遊路線の設定を行い、官民連携のもと、ソフト・ハードの

両面から施策を展開している。 しかしながら、これらの事業の成果を示

すための根拠となる指標の設定に課題を抱えており、中心市街地の現状

を誰にとっても分かりやすく提示できる指標や測定方法の開発が求めら

れる。 そのため、「滞在快適性」や「回遊性」の可視化・定量化の観点か

ら、池田駅周辺の評価を行い、数値指標および可視化指標の設定を実

現したい。 

想定する解決策の例 池田駅を基点とした市内の回遊性や来街者の利便性を高めるために参

考となる各種データを収集・分析するとともに、データ収集の機会となる

イベントを開催する。 

（１）滞在快適性・回遊性調査 

位置情報による人流データ分析、スマホアプリを活用した実証実験など 

（２）伴走支援 

池田駅周辺商業施設などとの連携や歩調を合わせた継続的な取組など

の研究 

（３）効果検証 

滞在快適性・回遊性の調査及び池田駅周辺商業施設などとの連携によ

り、どの程度効果があるのか指標を設定し、効果検証を実施する。 

課題解決に向けてこれまでに

実施したことがある（実施して

いる）主な取組 

おさんぽマルシェ in IKEDA の開催 

（２０２２年夏、２０２３年秋、２０２４年夏・冬） 

IKEDA 子どもの学校などイベントを多数開催。 

実施したことがあればその結

果 

おさんぽマルシェ in IKEDA はこれまでに４回開催しており、イベント時に

は、池田駅南側を歩行者専用空間とすることで、滞在性や回遊性が向上

し、毎回大変多くの賑わいを見せている。阪急池田駅南広場の再整備

は、上記社会実験を通じて得た結果に基づき、事業を実施するところ(令

和６年６月～)。しかし、社会実験を開催する全体のエリアにおいて、日常

的な回遊性の向上には至っていない。 

事業所管課からの PR 池田駅周辺が、小さな子どもを連れた親子にとって、過ごしやすい空間と

なることが理想です。歩行者中心の滞在性・回遊性の高いまちをつくるた

めに官民連携で取り組んでいきたいと考えています。 

募集期間 掲載日～令和８年３月３１日 

想定する実施時期 ■ 随時 

□ 令和  年  月～ 



□ その他（                                          ） 

提案内容に関するお問合せ先 

（事業所管課） 

池田市まちづくり環境部都市政策課 

メール : t-seisaku@city.ikeda.osaka.jp 

電話  ： ０７２－７５４－６２62 
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